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シンプレクス・ホールディングス株式会社
代表取締役社長

金子 英樹
1987年 一橋大学法学部 卒業

アーサー・アンダーセン（現アクセンチュア）に入社

1990年 シリコンバレーの金融ITベンチャーに参画

1991年
ソロモン・ブラザーズ・アジア証券（現シティグループ証券）

デリバティブズアナリシス部門に入社

1997年 シンプレクス・リスク・マネジメント（現シンプレクス）を設立

2016年 持株会社としてシンプレクス・ホールディングスを設立



1997年創業。MBOを経て2021年に再上場を果たす

2005年～
個人投資家向け
金融商品取引ソリューション

1997年～
機関投資家向け
トレーディング・リスク管理ソリューション

2017年～
非金融機関向け
ソリューション

2021年～
戦略/DX
コンサルティング

成長停滞9期連続 増収増益上場準備 既存事業の
ブレイクスルー

新規事業の
立ち上げ

中計2024
22/3期-24/3期

中計2027
25/3期-27/3期
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見通し

27/3期
目標

売上高/売上収益
営業利益＊

2002年2月
JASDAQ上場

2005年9月
東証一部上場

1997年9月
創業

売上高
売上収益
(億円)

営業利益
（億円)

2013年10月
MBOにより
上場廃止

2021年9月
東証プライム
再上場

* MBOに伴う一時的な費用やのれん等を考慮した実質的な営業利益を用いています。



クロスピアとシンプレクスが一気通貫でDXを支援

営業利益

売上収益

戦略コンサル ITコンサル システム開発/運用保守

シンプレクス・ホールディングス
（東証プライム：4373）

テックファームコンサルファーム
2021年～ 1997年～

クロスピア シンプレクス

2025年3月期
実績

2026年3月期
見通し

473億円 580億円

2025年3月期
実績

2026年3月期
見通し

108億円 143億円

+22.4％

+32.4％

2026年3月期
売上収益見通し

110億円

2026年3月期
売上収益見通し

470億円



金融で培った技術力を活かして非金融も深耕中

金
融
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
領
域

ク
ロ
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
領
域

戦略/DXコンサルティング

証券会社

官公庁

銀行

事業会社

66%

19%

2026年3月期
売上収益見通し 構成比

金融
ソリューション

非金融
ソリューション

戦略/DX
コンサルティング

保険会社

• デジタル庁
• 金融庁
• 厚生労働省など

• 老朽システム刷新や
先端技術導入を望む
非金融企業 15%

シンプレクスグループ



業界屈指の高い利益率を実現する「Simplex Way」

顧客企業

コンサル

運用保守

システム
開発

Simplex Way

自社完結モデル

一気通貫モデル

ハイブリッド人材

売上総利益率

43.7%

IT業界平均 約28%

* IT業界平均は、2024年6月27日に発表された経済産業省企業活動基本調査「2023年企業活動基本調 査確報－2022年度実績－」の2022年度の「ソフトウェア業」の売上総利益÷売上高で当社グループが算出したもの
出所：経済産業省企業活動基本調査「2023年企業活動基本調査確報－2022年度実績－」

2026年3月期 見通し





No.1

Client First

Commitment

Professionalism

Global

イノベーション創出の担い手は、いつの時代もその領域のNo.1企業。
いかなるときも常にNo.1であることを追求する。

クライアントのビジネスの成功を第一に考える。
期待を超える付加価値を創造することで、クライアントをハッピーにする。

どんな難局も乗り切り、やり遂げる不屈の精神。
目的意識を強く持ち、目指すべきゴールを見失うことなく行動する。

一流のプロフェッショナルとして、最高の成果を追求する。
世の中の常識を疑い、既成概念を打ち破り、本質を見極める。

経営理念の実現に向け、挑戦を続ける。
あらゆる変革を恐れず、イノベーションを世界に発信する。

Player

Work for Simplex

Mutual Respect

God is in the Details

創業時から貫き通してきた「プレイヤーであれ」という価値観。
タイトルに関係なく、全員がプレイヤーとして付加価値を創出する。

シンプレクスというチームの価値を最大化するために何ができるか。
自分だけでなく、チームにとっての「あるべき」を俯瞰して考える。

チームとして最高の成果を出すためには、様々に尖った才能の結集が不可欠。
謙虚な姿勢で他者の持つ才能を認め、他者から学び、お互いに尊重しあう。

神は細部に宿る。
ソースコードの最後1行まで、こだわり抜く、考え抜く。

5DNA

Simplex
Philosophy

5DNAとSimplex Philosophyを全社員が共有



成長戦略



唯一無二の戦略的パートナー
for Clients

Biz×Techの圧倒的イノベーター
for Employees

for Society

DX時代のゲームチェンジャー

目
指
す
姿

Vision1000

DX潮流の中で社会的インパクトを持つべく
売上1,000億円を目指す長期成長戦略「Vision1000」



中計2024 直前期 中計2024 最終年度 中計2027 最終年度 Vision1000
2021年3月期 実績 2024年3月期 実績 2027年3月期 目標 数値イメージ

売上収益 275億円 407億円 580億円 600億円 1,000億円
（3年平均成長率） - （＋13.9％） （＋13.8％） -
営業利益 45億円 88億円 143億円 150億円 300億円

（3年平均成長率） - （＋25.2％） （＋19.3％） -
売上総利益率 39.1% 42.9% 43.7% 45.0% -
営業利益率 16.4% 21.7% 24.7% 25.0% 30.0%

ROE 9.8% 13.9％ 19.4% 17.0% 20.0%

600億円

HOP STEP JUMP

407億円

275億円

中計目標値を
1年前倒しで
ほぼ達成見込み

2026年3月期 見通し

1,000億円

2030年代初頭を目指す
（明確な時期を定めず）

Vision1000の早期達成に向け
3か年の中期経営計画「中計2027」を進行中

体感的な予想レンジ

 650～680億円

1月29日更新

中計2024 中計2027 Vision1000



株主還元



5.75円
6.25円

10.5円

12.5円

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期
見通し

18円

1株当たり配当金推移（株式分割考慮後）

* 1株当たり配当金については、2025年12月1日を効力発生日とする普通株式1株につき4株の株式分割が、2022年3月期の期首に行われたと仮定して算定しています。

連結配当性向40%を目安に配当を実施
2年連続となる上限50億円の自己株式を取得

配当性向の引上げ
30→40%



多くの株主様にご出席いただくために

土日開催を徹底

株主様から寄せられる質問に

経営陣がすべて回答

お食事・ソフトドリンク・お土産をご用意

前回参加者は277名

6月20日（土）の定時株主総会終了後に
虎ノ門ヒルズにて「株主懇親会」を開催予定

* 定時株主総会の基準日である2026年3月31日（火）に当社株主名簿に記載があり、議決権を有する株主の皆さまを対象といたします。
詳細につきましては「総会終了後における株主懇親会開催のお知らせ（https://www.simplex.holdings/news/2026/2984/）」をご確認ください。

https://www.simplex.holdings/news/2026/2984
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上場来高値

1,225円
（2025年8月22日）

先月末終値

863円
（2026年2月27日）

公開価格比 騰落率

+113.1％+17.3% +22.5%
（405円→863円）（2022年3月期→2026年3月期） （2022年3月期→2026年3月期）

売上収益 4年平均成長率 営業利益 4年平均成長率

* 株価については、2025年12月1日を効力発生日とする普通株式1株につき4株の株式分割を考慮しています。

2022年2月24日
367円

2025年8月22日
1,225円

2021年9月22日
405円

2026年2月27日
863円

公開価格

最安値

最高値

先月末終値

2021年9月からの上場来株価と業績の推移



シンプレクスグループ
統合報告書2025

https://www.simplex.holdings/ir/library/integrated_report/

統合報告書2025

01 シンプレクスグループについて

02 CEOメッセージ

03 CFOメッセージ

04 価値創造の実現

05 成長を支える経営基盤

06 データ/企業情報
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